
「いつもすてきないちょうとともに武蔵台小」

嶋田 理花（４年）



まるで太陽が神田川を見下ろしているような目線がユニーク。おばあ

ちゃんに会いに行くときに通る道は、さぞワクワクでしょうね。そんな

気持ちが白い鳥たち、桜を見上げる人、ランニングの人に現れ、のどか

な雰囲気と暖かさで満ちています。川べりの道を塗らずに白のまま残す

ことで、桜のピンクと川のブルーの対比が鮮やかに引き立ちました。画

面を塗り残すことは勇気がいりますが、塗り残して成功した作品です。
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